






















2 ． 1 　階層構造
　ライオンズの分析においては、ある発話の意味に
は 3層の階層構造があることが議論の前提となって
































　⑴　He went to Paris.
　　　「彼はパリへ行った」 （Lyons 1977：795）
　⑵　ａ．He may have gone to Paris. 
　　　　　「彼はパリへ行ったかもしれない」




































　⑷　but I doubt it 
　　　「だが、ぼくはそれを疑っている」
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」
（I‒don’t‒say that it is the case that p）となり、ライオ
ンズの記法では否定記号 ~で次のように記される：
　⑻ ~ . p 
次に、承認表示が否定を受けた場合には、「 pが事
実ではないと私は言う」（I say that it is not the case 
that p）という否認（denial）の事例ができる：
















































⑿　You said that you thought that it might be 
better to wait until January（…）（New York 



























I might be on that bus. 
「俺があのバスに乗ってるかもしれないんだよ」








⒁　At that point, he could/might still have won 
the game.（＝‘At that point, it was still 




















　⒂　John might be at home. 
　　　「ジョンは自宅にいるかもしれない」
































　⒄　It will rain tomorrow. 
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